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【１】水路のドベの調査の経緯

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

平成24年6月頃に「田んぼの水路にドベ
（藻）が着くようになった」との地域の方
からの意見があった。

ダム下流の宮部水路で確認され
たドベ（平成24年7月撮影）

確認されたドベ

平成24年7～8月は、ドベおよび流域での分布状況を把握するた
め調査を実施した。

・ドベ：緑藻綱の「カワシオグサ」であることが確認された。
・流域での分布状況：志津見ダムの上・下流で確認された。

平成24年10月以降は、以下の項目を把握するため調査を実施した。
・水田水路で確認された大型糸状藻類の量的な変化を把握する。
・河川および水路での栄養塩濃度の変化を把握する。
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【２】平成24年7～8月の調査結果概要（ドベの状況）

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

確認されたドベ

野土橋水質観測位置

・ドベは主に緑藻綱のカワシオグサ
であった。

・志津見ダムの上・下流で生育して
いることが確認された。（ダム上
流4地点、ダム下流5地点）

・河川では1地点、水路では8地点
と、ほとんどが水路での確認で
あった。

カワシオグサの繁茂状況
（水田横水路・橋波 平成24年8月撮影）

1 神戸川・水路合流 2 水生生物観察池 

15 水田横水路・橋波

3 民家横水路

4 宮部水路

13 角井川・

5 水田横水路・角井

14 角井川水路

6 神戸川･大谷大橋 

7 水田水路・八神
8 神戸川・水田水路合流

9 神戸川・道路横水路

10 水田水路・八神上流

11 水田水路・獅子

12 水田水路・獅子

16 角井集落水路

：調査地点のうちカワシオ
グサが確認された地点

志津見ダム
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種名 生態特性等

カワシオグサ 【形態的特徴】
・藻体の長さは2～10cm。細胞は細長い円筒形で径80～110μm、

長さは径の3～６倍。
【生態特性】
・6℃～30℃で生育し、15～20℃における生長量が大きい。
・富栄養化された水中を好み、窒素、リン濃度が高い条件下での生長

量が大きい。栄養を有効に取り入れるため、より流速の速い環境を
好む。

・本種の繁茂は、富栄養化した河川で一般的にみられる。

●カワシオグサの生態特性

【２】平成24年7～8月の調査結果概要（カワシオグサの生態特性）

カワシオグサ（神戸川水路合流・橋波 平成24年7月撮影）



八神 （平均値0.45mg/L、最大値1.40mg/L、最小値0.18mg/L）
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【２】平成24年7～8月の調査結果概要（栄養塩の状況）

P.4）資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

・全窒素（T-N）は、各地点とも富栄養化の目安（0.2mg/L）よりも経年的に
高い値であった。

・角井では上昇傾向がみられ、その他の地点では概ね横ばいであった。

T-Nの経年的な変化

八神

上橋波
(ダム放水口)

野土橋

角井

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

年平均

年最大

年最小

(縦軸：mg/L)

富栄養化の目安（0.20mg/l以上）

※（参考）日本水道協会「上水試験方法 解説編(2001年版)」
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野土橋 （平均値0.017mg/L、最大値0.090mg/L、最小値0.004mg/L）
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P.5）資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

・全リン（T-P）は、角井では富栄養化の目安（0.02mg/L）よりも経年的に
高い値であった。

・角井以外の地点では、経年的に富栄養化の目安と同程度を推移していた。

T-Pの経年的な変化

八神

上橋波
(ダム放水口)

野土橋

角井

試験湛水開始 H21.10.21

運用開始 H23.6

年平均

年最大

年最小

(縦軸：mg/L)

富栄養化の目安（0.02mg/l以上）

※（参考）日本水道協会「上水試験方法 解説編(2001年版)」
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【３】平成24年8月以降の調査実施内容

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

（１）調査目的

（２）調査項目等

・ダム周辺の水田水路を中心に確認された大型糸状藻類の
繁茂時期や地点ごとの量的な変化を把握する。

・河川および水路での栄養塩濃度等の水質を把握する。

項目 実施月 方法 備考

大型糸状藻類
調査

平成24年10月
～12月、平成
25年1月～6月、
8月（出水後）
の計10回

水路の5m区間内
の生育規模を目視
により6段階で記
録

6段階（1%以下、
1～20%、20～
40%、40～60%、
60～80%、80～

100%）

水質調査 平成25年6月 採水 全窒素(T-N)、
全リン(T-P)
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（３）調査地点

①水田横水路
(橋波)

②民家横水路
(橋波)

③宮部水路
(橋波)

：水路内の調査地点

：河川内の調査地点

橋波用水路
取水口

④角井集落水路
(角井)

角井用水路
取水口

⑤道路横水路
(八神)

八神上用水路
取水口

水路内の調査地点
（藻類調査および水質調査）

河川内の調査地点
（水質調査のみ）

・水田横水路（橋波）
・民家横水路（橋波）
・宮部水路（橋波）
・角井集落水路（角井）
・道路横水路（八神）

・橋波用水路取水口
・角井用水路取水口
・八神上用水路取水口
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【４】調査結果（大型糸状藻類の確認状況）

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

・大型糸状藻類は主にカワシオグサであり、
各地点とも調査期間を通して生育がみられた。

・植被率は、③と⑤の地点では調査期間を通し
てほとんど変化はなく、①と④の地点では
5～6月にかけて減少し、②の地点では6月に
増加した。

・一般的にカワシオグサは水温が15～20℃、
流速の早い場所で生長量が大きいと言われて
いるが、各調査地点では、季節別、水温、流
速と植被率の増減に相関はみられなかった。
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平成24年 平成25年

流速(cm/sec)

① ② ③ ④ ⑤

水路内の流速（cm/s)の変化

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 8月

④角井集落水路 水温(℃） 12.84 11.42 8.18 7.97 7.45 11.18 16.19 17.88 20.41 19.23
　　(角井) 流速(cm/sec） 95.7 62.7 100.4 98.4 109.4 105.4 96.9 170.3 100.8 121.7

植被率(%） 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 40～60% 1～20% 1～20%
⑤道路横水路 水温(℃） 12.17 8.87 6.27 5.00 4.79 5.57 16.64 14.06 17.96 20.12
　　(八神) 流速(cm/sec） 23.1 23.1 21.2 22.7 17.0 27.2 32.4 29.0 20.9 31.6

植被率(%） 1～20% 1～20% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40%
①水田横水路 水温(℃） 14.73 10.82 7.54 4.91 5.65 7.78 17.78 20.61 23.57 25.96
　　(橋波) 流速(cm/sec） 126.1 93.5 137.4 125.4 135.9 121.8 120.6 154.4 144.5 145.0

植被率(%） 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 60～80% 40～60% 20～40% 20～40% 20～40%
②民家横水路 水温(℃） 15.30 10.81 7.50 4.94 5.64 7.91 17.82 20.72 23.43 26.07
　　(橋波) 流速(cm/sec） 105.5 131.0 105.8 110.8 86.8 122.0 94.6 93.9 141.5 89.7

植被率(%） 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 20～40% 40～60% 20～40% 80～100% 80～100%
③宮部水路 水温(℃） 14.18 10.76 7.54 5.56 5.59 8.57 17.55 20.98 23.25 26.29
　　(橋波) 流速(cm/sec） 50.4 60.5 51.2 58.2 50.7 45.1 63.9 60.6 58.8 61.2

植被率(%） １～20% １～20% １～20% １～20% １～20% １～20% １～20% １～20% １～20% １～20%
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【４】調査結果（河川および水路の水質分析：全窒素）

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

・志津見ダムへの流入支川である角井川では、全窒素は高い値であった
が、神戸川におけるダム上流（八神）、ダム下流（橋波）では、大き
な差はみられなかった。

・橋波、角井、八神ともに河川と用水路ではほとんど差はなかった。
・全窒素はダム上下流のすべての地点で富栄養化の目安である0.2mg/l

を超える値であった。

：河川

：用水路

0.41 0.39 0.38 0.48

1.51

1.99

0.63 0.56

※参考
日本水道協会「上水試験方
法 解説編(2001年版)」

富栄養化の目安
（0.2mg/l以上）
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【４】調査結果（河川および水路の水質分析：全リン）

P.10）資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

：河川

：用水路

・志津見ダムへの流入支川である角井川では、全リンは高い値であった
が、神戸川におけるダム上流（八神）、ダム下流（橋波）では、大き
な差はみられなかった。

・橋波、角井、八神ともに河川と用水路ではほとんど差はなかった。
・全リンはダム上流の角井で富栄養化の目安である0.02mg/lを超える

値であった。

0.014 0.016 0.014 0.013

0.073 0.068

0.018 0.015

※参考
日本水道協会「上水試験方
法 解説編(2001年版)」

富栄養化の目安
（0.02mg/l以上）



【５】まとめ

１．年間変化について（H24.10～H25.8）
・志津見ダムの上・下流の水路で年間を通

してカワシオグサが確認された。
・水路内のカワシオグサの植被率と水温、

流速について調査を行ったが、季節別、
水温、流速と植被率の増減に相関はみら
れなかった。

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査

平成24年6月に「水路にドベがつくよう
になった」と地元より情報があり、平成24
年７、８月に水路内の藻類について調査を
実施しカワシオグサであることを確認した。

平成２４年１０月から平成２５年８月まで
量的な変化を把握するための調査を実施した
結果を以下に示す。

P.11）

：カワシオグサ確認地点

角井集落水路
(角井)

道路横水路(八神)

水田横水路(橋波)

民家横水路(橋波)

宮部水路(橋波)

志津見ダム



２．神戸川の栄養塩の状況
(1)経年変化について

・ダム湛水前後で、カワシオグサの生育要因である栄養塩濃度（窒素、
リン）に大きな変化はみられず、窒素については神戸川の水質調査地
点全域で富栄養化の目安（0.2mg/L）の値を超えている。

(2)用水路の栄養塩の状況について
・カワシオグサの確認されている水路の栄養塩濃度（窒素、リン）の調

査を行ったが、神戸川の濃度と同程度であった。

３．まとめ
・志津見ダムの上・下流においてカワシオグサが生育していた。これは、

志津見ダム上・下流で栄養塩濃度（窒素、リン）が高いことが原因で
あると考えられる。

資料－６－３ 「水路のドベ」農業用水路内の藻類調査 P.12）


